
第222図　テフラ・珪藻化石

− 283−



第223図　花粉化石

− 284−



第224図　植物珪藻体

− 285−



第31表　検出分類群一覧

第32表　骨同定結果

− 286−

３　宮東遺跡（第１次調査）の自然科学分析
大腿骨近位端、№６より頭頂骨・尺骨の可能性が

ある破片、№７より橈骨／尺骨の可能性がある破

片、一括１より下顎骨左関節突起・歯根・肋骨・

脛骨および腓骨の可能性がある破片、さらに基節

骨・末節骨、一括２より右下顎第２小臼歯・椎

骨・基節骨・第１末節骨が認められた。種類を特

定できる部位がみられない頭蓋骨、肋骨／四肢骨、

四肢骨、部位不明破片などは、獣類としている。

（４）まとめ

　出土骨は、多数の破片試料からなり、いずれも

焼骨の特徴を示す。部位が特定できた骨はいずれ

もヒトであり、獣類とした骨もおそらくは人骨と

推定される。出土部位は、頭蓋、椎骨、上肢、下

肢であるが、数量が少なく、また主要部位や大型

の破片は検出されないという特徴を示す。以上の

特徴から、出土骨は、本遺構で火葬された後に主

要部位や大型の破片が集められ他の場所に埋葬さ

れた、あるいは火葬された後の残渣が本遺構に廃

棄されたことなどが想定される。なお、出土骨に

は第１小臼歯が検出されていることから小児（６

～15歳程度）後半以降と考えられるが、詳細不

明である。また、性別に関しても不明である。

１　はじめに

　本報告では、宮東遺跡の発掘調査で出土した骨

の種類や部位に係る資料の作成を目的として、骨

同定を実施した。

２　骨同定

（１）試料

　試料は、ＳＴ３より出土した骨片である。分析

に供された出土骨は、№１～８，10～ 13および

№なし（２試料）の計14試料からなる。１試料

中には複数点の破片が認められる。なお、上述し

た№なしの試料については、「一括１」・「一括２」

と仮名を付して扱っている。

（２）分析方法

　出土骨は、乾いたブラシなどを用いて付着した

泥を除去する。骨自体に付着した泥は、水に浸け

たブラシや竹串などを使用して可能な限り除去し、

接合・復元を試みた。クリーニングが終了した試

料は、肉眼観察を行い、その形態的特徴から、種

と部位の同定を行う。なお、状態が悪く、クリー

ニングが困難と判断される試料については、土塊

状のまま観察を行っている。計測は、デジタルノ

ギスを用いて測定する。

（３）結果

　出土骨はいずれもヒトに同定された。白色～灰

色を呈し、表面に細かなひび割れが生じる。確認

された部位は、№３より左第２中手骨近位端・左
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４　宮東遺跡（第２次調査）の自然科学分析
料の測定も行う。また、測定中同時に13Ｃ／ 12

Ｃの測定も行うため、この値を用いてδ13Ｃを算

出する。

　放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5568年

を使用する。また、測定年代は1950年を基点と

した年代（ＢＰ）であり、誤差は標準偏差（One�

Sigma;68％）に相当する年代である。なお、暦

年較正は、RADIOCARBON� CALIBRATION� PROGRAM�

CALIB� REV6.0.0（Copyright� 1986-2010� M�

Stuiver�and�PJ�Reimer）を用い、誤差として標

準偏差（One�Sigma）を用いる。

　暦年較正とは、大気中の14Ｃ濃度が一定で半減

期が5568年として算出された年代値に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14

Ｃ濃度の変動、及び半減期の違い（14Ｃの半減期

5730±40年）を較正することである。暦年較正に

関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、

将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改

正があった場合の再計算や再検討に対応するため、

１年単位で表している。

　暦年較正結果は、測定誤差σ、2σ（σは統計

的に真の値が68％、２σは真の値が95％の確率で

存在する範囲）双方の値を示す。また、表中の相

対比とは、σ、２σの範囲をそれぞれ１とした場

合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的

に示したものである。

（３）結果およびまとめ

　漆器椀の同位体効果による補正を行った測定結

果（補正年代）は、ＳＫ126�が270±20yrBP、Ｓ

Ｅ12が880±20yrBPを示す。また、補正年代に

基づく暦年較正結果（σ）は、ＳＫ126�がcalAD�

1530‐calAD� 1660、ＳＥ12がcalAD1159‐calAD�

1210である（第33表）。

　以上の結果を参考とすると、漆器椀の較正暦年

代はＳＫ126が16世紀前半から17世紀中頃、ＳＥ

１　はじめに

　本報告では、井戸跡から出土した木製品の年代

や樹種、古植生の検討を目的として、自然科学分

析を実施した。

２　放射性炭素年代測定

（１）試料

　試料は、ＳＫ126、ＳＥ12より出土した中世の

所産と推定される漆器椀２点である。測定試料は、

漆器椀の木地に残存する年輪外側に相当すると考

えられる箇所より採取した木片である。

（２）分析方法

　試料に土壌や根等の目的物と異なる年代を持つ

ものが付着している場合、これらをピンセット、

超音波洗浄等により物理的に除去する。その後Ｈ

Ｃ１による炭酸塩等酸可溶成分の除去、ＮａＯＨ

による腐植酸等アルカリ可溶成分の除去、ＨＣ１

によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶

成分を除去する（酸・アルカリ・酸処理）。試料

をバイコール管に入れ、１ｇの酸化銅（Ⅱ）と銀

箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真

空にして封じきり、500℃（30分）850℃（２時

間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノー

ルの温度差を利用し、真空ラインにてＣＯ２を精

製する。真空ラインにてバイコール管に精製した

ＣＯ２と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバ

イコール管底部のみを650℃で10時間以上加熱し、

グラファイトを生成する。化学処理後のグラファ

イト・鉄粉混合試料を内径１ｍｍの孔にプレスし

て、タンデム加速器のイオン源に装着し、測定する。

　測定機器は、３ＭＶ小型タンデム加速器をベー

スとした14Ｃ－ＡＭＳ専用装置（NEC� Pelletron�

9SDH-2）を使用する。ＡＭＳ測定時に、標準試料

である米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供され

るシュウ酸（ＨＯＸ－Ⅱ）とバックグラウンド試
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12が12世紀中頃から13世紀初頭頃に相当する。な

お、今回の結果は漆器椀の木地に残存する年輪

外側の形成年代に相当するため、井戸跡の構築年

代や漆器椀の製作（使用）年代の評価については、

この他の出土遺物の年代観との比較や井戸施設材

などを対象とした放射性炭素年代測定による検討

も重要と考える。

（２）分析方法

　試料の木取りを観察した上で、剃刀を用いて

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断

面）の３断面の徒手切片を直接採取する。切片を

ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴ

ム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、

プレパラートとする。プレパラートは、生物顕微

鏡で木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を

現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日

本産木材識別データベースと比較して種類を同定

する。　なお、木材組織の名称や特徴は、島地・

伊東（1982）やWheeler他（1998）を参考にする。

また、日本産木材の組織配列は、林（1991）や伊

東（1995,1996,1997,1998,1999）を参考にする。

（３）結果

　同定結果を第34表に示す。木製品は、広葉樹

３分類群（コナラ属コナラ亜属コナラ節、ケヤキ、

ネムノキ)に同定された。以下に、各分類群の解

剖学的特徴等を記す。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus�

subgen.�Quercus�sect.�Prinus）　ブナ科

　環孔材で、孔圏部は１－３列、孔圏外で急激に

径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は同性、単列、１－20細胞高のもの

と複合放射組織とがある。

・ケヤキ（Zelkova� serrata� (Thunb.)� Makino）

　ニレ科ケヤキ属

３　木製品の樹種

（１）試料

　試料は、Ⅰ.放射性炭素年代測定の対象とされ

た漆器椀２点（ＳＫ126、ＳＥ12）と、ＳＥ94よ

り出土した連歯下駄１点の計３点である（第34表）。
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本分析で確認されたネムノキは、埼玉県内での事

例は確認できないものの静岡県などの他地域で報

告例があり、下駄材として利用されていたことが

窺える（伊東・山田、2012）。

　漆器椀は、ＳＥ12が横木地柾目取で内外共に黒

地に赤漆絵が認められる資料、ＳＫ126が横木地

板目取で内外共に黒地に赤漆絵が認められる資料

であり、樹種はＳＥ12がケヤキ、ＳＫ126がコナ

ラ節であった。漆器椀はブナ属やトチノキなどの

散孔材で加工が容易な樹種が利用されることが多

いが、今回の資料はいずれも環孔材で比較的強度

の高い木材が利用されるという特徴が指摘される。

埼玉県内における漆器椀・皿の調査事例では、ケ

ヤキはお伊勢山遺跡や下田町遺跡（旧大里町）な

どの中世の資料に比較的多く見られる。コナラ節

は、これまでのところ県内で確認された事例はな

いものの、東京都や愛知県の近世の資料などに認

められている（伊東・山田、2012）。

４　花粉分析

（１）試料

　試料は、ＳＥ94�、ＳＥ95�、ＳＫ126より採取

された土壌３点である。各試料の岩相は、ＳＥ94

が暗灰色砂質シルト、ＳＥ95層が植物遺体の混じ

る暗灰色砂質シルト、ＳＫ126が暗灰色砂質シル

トからなる。

（２）分析方法

　試料約10ｇについて、水酸化カリウムによる

泥化、篩別、重液（臭化亜鉛，比重2.3）による

有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除

去、アセトリシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合

液）処理による植物遺体中のセルロースの分解を

行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。

残渣をグリセリンで封入してプレパラートを作製

し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を

走査し、出現する全ての種類について同定・計数

　環孔材で、孔圏部は１列、孔圏外で急激に径を

減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向に紋様

状あるいは帯状に配列し、年輪界に向かって径を

漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状

に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性、１－６細胞幅、１－50細胞高。

放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認めら

れる。

・ネムノキ（Albizia� julibrissin� Durazz.）　

マメ科ネムノキ属

　環孔材で、孔圏部は３-５列、孔圏外で径を減

じた後、年輪界に向かって単独または２個が複合

して径を漸減させながら配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同

性、１－３細胞幅、１－30細胞高。柔組織は周囲

状で晩材部ではやや翼状となる。

（４）まとめ

　井戸跡より出土した下駄および漆器椀の樹種同

定の結果、コナラ節、ケヤキおよびネムノキの

広葉樹３分類群が確認された。これらの分類群は、

いずれも重硬で強度が高く、ケヤキでは耐朽性も

高い。

　下駄は、台と歯を一木で作り出す連歯下駄で、

台表が板目となる。なお、前歯の前方に鼻緒孔が

あるが、節に当たるため孔が歪な形状を呈するほ

か、後部には釘孔のような穿孔がみられる。本資

料は、ネムノキが利用されることから、硬く丈夫

な木材の利用が推定される。

　埼玉県内における中世・近世の下駄の樹種を明

らかにした事例は、石御堂遺跡（川口市）、小沼

耕地遺跡・私市城武家屋敷跡（旧騎西町）、お伊

勢山遺跡（所沢市）などの計８例がある（伊東・

山田、2012）。樹種は針葉樹のスギ、ネズコ、広

葉樹のクリ、モクレン属、トチノキからなり、軽

軟な樹種が多いものの重硬なクリが混じるなど、

下駄に利用される木材の材質は多様である。なお、
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する。同定は、当社保有の現生標本や島倉（1973）、

中村（1980a）等を参考にする。

　結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。

表中で複数の種類を－で結んだものは、種類間の

区別が困難なものを示す。

（３）結果

　結果を第35表に示す。花粉化石の産出状況はい

ずれも悪く、ほとんどが花粉外膜が破損あるいは

溶解するなど保存状態も不良である。

　ＳＥ94�およびＳＫ126は、スギ属、ニレ属－ケ

ヤキ属などの木本花粉、イネ科、アカザ科、キク

亜科などの草本花粉が、１～数個体検出される程

度である。

　ＳＥ95は、他の２試料と比較すると花粉化石の

産出が多く、保存状態もやや良好であるが、定量

解析を行えるほどではない。検出された花粉化石

は、草本花粉が主体で、イネ科、アカザ科が比較

的多く、クワ科、イブキトラノオ節、ヨモギ属な

どを伴う。木本花粉は、ツガ属、マツ属、スギ属、

コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属が1

～数個体検出される程度である。なお、比較的多

く検出されたイネ科花粉中には、栽培種のイネ属

に類する形態を示す個体（イネ属型）も確認された。

（４）まとめ

　花粉分析の結果、いずれの試料も花粉化石の産

出および保存状態は悪かった。なお、花粉化石が

常に酸化状態に置かれている場所では、花粉は酸

化や土壌微生物によって分解・消失するとされて

いる（中村、1967;徳永・山内、1971;三宅・中越、

1998など）。そのため、埋積物の母材となった堆

積物が好気的環境下に曝されていた可能性や、埋

積する際に取り込まれる花粉量が少なかったこと

などが想定される。また、検出された花粉化石の

保存状態から、堆積後の経年変化による影響も考

えられる。

　各試料より検出された花粉化石のうち木本類に

ついてみると、マツ属複維管束亜属、コナラ属コ

ナラ亜属は周辺の二次林などに、ニレ属－ケヤキ

属は周辺河川沿いに、コナラ属アカガシ亜属等は

低地～台地の比較的安定した場所に、それぞれ生

育していた可能性がある。また、マツ属単維管束

亜属、ツガ属、スギ属は周辺には自生していない

分類群であることや風媒花であることから、周囲

の山地等の森林植生に由来する可能性がある。

　一方、草本類では、イネ科、アカザ科が多く産

出し、この他にクワ科、イブキトラノオ節、ヨモ

ギ属などが認められた。これらは、いずれも開け

た明るい場所に生育する人里植物を含む分類群で

あることから、遺構および遺跡周辺の草地植生に

由来すると考えられる。なお、クワ科については、
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も認められる。イネの花粉は、生産される花粉の

1/4がもみ殻内に残留することも知られている（中

村、1980b）ことから、本分析で確認されたイネ

属型花粉は埋積物中に混じるもみ殻に由来する可

能性も考えられる。今回の分析結果により推定さ

れるイネの栽培・利用の評価は、遺跡内の堆積層

および埋積物における植物珪藻体や大型植物化石

の産状の検討が期待される。

落葉高木のクワ属も含まれるため、ニレ属－ケヤ

キ属と共に河畔林に由来する可能性もある。

　また、比較的多く認められたイネ科花粉には、

栽培種のイネ属型花粉が認められた。この結果か

ら、埋積物の形成時期における周辺域での稲作が

推定される。当該期における周辺域での栽培利用

が指摘される。なお、井戸埋積物の分析調査では、

食料残滓とみられる大型植物化石が検出される事

例があり、イネを含む穀類などが確認される事例
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５　宮東遺跡（第２次調査）の自然科学分析
（３）結果およびまとめ

　出土人骨の歯式を第36表に示す。ＳＴ４より出

土した人骨は、頭蓋（第228図-№１）を除いた多

くの試料で、本来の形状を留めておらず、形態か

ら部位を同定できたものは左肩肩甲骨（№５）の

みである。それ以外の試料では、上腕骨（№３）、

橈骨・尺骨（№４）、助骨の可能性がある破片が

みられたが、これらについては出土位置の確認な

どを含めた検討を要する。さらに、この他の試料

は保存状態が極めて悪く形質から部位の推定には

至らなかった。

　なお、形状が比較的保存された頭蓋の観察では、

土厚を受けて変形するものの、外後頭骨隆起が顕

著に発達する状況が認められた。このような特徴

から、本人骨は男性と判断される。また、年齢に

ついては、第３大臼歯が認められなかったものの、

右上顎第１・２大臼歯および左・右下顎第１大臼

歯の咬耗状況から壮年（20～ 39歳）以降と推定

される。

１　はじめに

　本報告では、出土人骨の性別・年齢などの検討

を目的として自然科学分析を実施した。

２　骨同定

（１）試料

　試料は、ＳＴ４より出土した人骨である。試料

の詳細は結果とともに第36表に示したので参照さ

れたい。

（２）分析方法

　今回の分析に供された試料は、脆弱で破片と

なった試料が多く、また固結した土砂が付着する

など、保存状態が極めて悪かった、そのため、ク

リーニングにより試料を破損する恐れが想定され

たことから、クリーニングを行わず、土塊の状態

で同定を実地した。なお、計測には、デジタルノ

ギスを用いている。
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Ⅶ　調査のまとめ�

　宮西遺跡・宮東遺跡は、古墳時代から近世まで

の遺構が検出された遺跡である。本書では、中世

から近世までの遺構について報告した。

　宮西遺跡では、井戸跡、溝跡、土壙、性格不明

遺構、ピットが検出された。主体となる遺構は井

戸跡である。

　井戸跡は、調査区全体に広く分布しており、互

いに近接しているほか、一部では重複も認められ

る。調査区の地盤は軟弱であり、地形的に崩落が

起こりやすかったものと推察した。崩落した井戸

の近くに新たな井戸の繰り返し掘削した結果、こ

のような状況が生じたものと考えたい。　

　断面形態の特徴としては、箱形や逆台形の掘り

込みの中央に井筒を設ける２段のものが多い点が

あげられる。わずかに、井戸枠とおもわれる痕跡が

確認できたものの、多くが素掘りの井戸であった。

　宮東遺跡では、杭列、井戸跡、溝跡、土壙、墓跡、

畠跡、ピットが検出された。

　遺構の分布には濃淡が認められ、最も遺構が集

中するのは、調査区西端部である。調査区の東側

に行くにつれて、遺構の分布は薄くなる傾向が認

められる。

　主体となる遺構は、宮西遺跡と同様に井戸跡で

ある。井戸跡は、宮西遺跡ほどは重複しないもの

の、近接して位置している。

　断面形態は、広い掘り込みから、中央に設けら

れた井筒に向かって径が減少する。宮西遺跡と同

様に、多くが素掘りの井戸跡であった。

　また、Ｄ～Ｆ－５、Ｅ～Ｇ－６グリッド周辺に

は、南北方向を主軸とする長方形の土壙が多く分

布する。これらの土壙は、周辺に分布する井戸跡

や溝跡との重複が認められないことから、これら

の遺構と同時期に形成されたものと考えられるが、

出土遺物が少なく詳細な時期は不明であった。こ

れらの土壙の分布域には、第１・２号墓跡が分布

している。第１・２号墓跡も主軸を南北方向とし

ており、土壙と墓跡は関連する遺構の可能性があ

る点を指摘しておきたい。

　出土遺物は、主要な遺構について、非掲載遺物

も含めた種別ごとの総数を第　表に示した。

遺構の時期と分布状況について

　次に、遺構の時期について確認しておきたい。

遺物が出土した遺構について、以下の８時期に大

別し整理した。

Ⅰ期（13世紀以前）

宮西遺跡　ＳＥ41、ＳＤ33、ＳＫ７

Ⅱ期（13世紀から14世紀初頭まで）

宮西遺跡　

ＳＥ７、９、29、42、53、54、65、68、47、125、

ＳＤ47、ＳＫ21、29、45、141、142、138

宮東遺跡　

ＳＥ12、116

Ⅲ期（14世紀前葉から15世紀初頭まで）

宮西遺跡

ＳＥ13、25、80、ＳＤ40

宮東遺跡

ＳＥ16、28、42、70、84、94、ＳＫ150

Ⅳ期（15世紀前葉から15世紀後葉まで）

宮西遺跡

ＳＥ１、８、23、30、31、32、43、40、59、69、

72、ＳＤ22、38、43、51、52、ＳＫ40

宮東遺跡

ＳＥ３、101、ＳＤ47、ＳＫ122、146、102

Ⅴ期（16世紀代）

宮西遺跡

ＳＥ74、ＳＤ41

宮東遺跡

ＳＥ64、ＳＤ45

Ⅵ期（17世紀代）

宮西遺跡ＳＫ121

宮東遺跡

ＳＥ13、43、97、107、ＳＤ15、17、46、48、50

Ⅶ期（18世紀代）
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宮西遺跡

ＳＥ88、128、126、154、ＳＤ44

宮東遺跡

ＳＥ124、126、ＳＤ43、73、80、81、89、ＳＫ196、

316

Ⅷ期（19世紀代）

宮西遺跡

ＳＥ81、ＳＤ46、ＳＫ135、ＳＸ１

宮東遺跡

ＳＥ117、118、119、122、ＳＤ１、18、52、69、

70、74、75、77、ＳＫ192、202、207

　時期ごとの遺構の分布状況を確認してみると、

Ⅰ期の遺構は、両遺跡ともに少数である。

遺構が増加するのはⅡ期からであり、宮東遺跡に

先行して、宮西遺跡において主に井戸が掘削され

ている。

　Ⅲ期においては、両遺跡で大きな差は認められ

ないが、Ⅳ期になると、ふたたび宮西遺跡におけ

る井戸の増加が認められた。Ⅴ期では、両遺跡と

も遺構は少ない。

　Ⅱ～Ⅳ期の井戸跡は、主に、宮西遺跡のグリッ

ドのＣラインからＨラインの間にまとまって分布

している。ここは、時期不明とした井戸跡が集中

する地区であり、これらの井戸跡についても、Ⅱ

～Ⅳ期のいずれかに属する可能性が高いものと考

えられる。

　Ⅵ期になると、遺構の分布の主体は、宮東遺跡

へと推移する様相がうかがわれ、Ⅶ期・Ⅷ期にお

いても同様である。

　これまでは、主体となる遺構は井戸跡であった。

しかし、Ⅷ期においては溝跡が増加する傾向にあ

る。特に、宮東遺跡、第73・74号溝跡では、ごく

浅く細い溝でありながら、極めて多量の近世陶磁

器類や、焙烙などが溝跡中央部に集中して出土し

ており、特徴的である。

　以上のように、宮西・宮東遺跡では、分布する

遺構の時期に差が認められた。

　分布状況についてまとめると、宮西遺跡のＩグ

リッドを境界として、西側に中世の遺構、グリッ

ドの東側から宮東遺跡にかけては近世の遺構が主

体的に分布する。

　以上のように、中世から近世にかけて、両遺跡

の土地利用には時期差が認められることが明らか

となった。

　また、分布する遺構は、一部に墓跡が認められ

るものの、多くが井戸跡、溝跡、土壙など生活にか

かわる遺構であり、当該地が中世から近世にかけ

ても、集落域として機能していたものと推察した。

板碑の出土した井戸について

　宮西遺跡の、第25・57・65・74・80号井戸跡、

宮東遺跡の、第40・42・61・64・68・70号井戸

跡からは、板碑が出土した。主に板碑は、単独で

出土しており、時期を示す遺物を伴うものは認め

られなかった。そのため、遺構の時期は板碑の紀

年銘以降と決定した。

　ただし、宮西遺跡の第80号井戸跡からは、３基

の板碑が出土した。板碑のほかに、瓦質土器の甕

の小破片と、木製の農具（鋤か）が出土しているが、

これらの時期は、不明である。

　板碑は、いずれも紀年銘が確認でき、正和二年

（1313）、応永二八年（1421）、正慶元年（1333）

であった。出土状況から、板碑は一括して井戸内

に投棄されたものと考えられるが、紀年銘にはお

よそ100年の開きがある点が留意される。

　また、先述のとおり、宮西・宮東遺跡は主に集

落域として機能していたことがうかがわれ、わず

かに検出された墓跡についても、板碑を伴うもの

ではなかった。

　このことから、井戸に投棄された板碑は、いず

れも遺跡外の墓域より持ち込まれたものと考えら

れる。

　宮西遺跡の西側に位置する、旧利根川堤防跡に

おいても、宮西・宮東遺跡と同様に、周辺から持

ち込まれたと思われる板碑が井戸内に投棄された

状況が確認されている。このような状況から、周

辺には、板碑を伴う墓域が存在すると想定した。



第229図　時期別の遺構分布（１）
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第230図　時期別の遺構分布（２）
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第37表　遺構ごとの遺物総数一覧表

遺構名
青
磁

白
磁

古
瀬
戸

大
窯

常
滑

山
茶
碗
系

渥
美

内
耳
土
器

瓦
質
土
器

焙
烙

か
わ
ら
け

その他 遺構名
青
磁

白
磁

古
瀬
戸

大
窯

常
滑

山
茶
碗
系

渥
美

内
耳
土
器

瓦
質
土
器

焙
烙

か
わ
ら
け

その他

宮西遺跡 SE122 1

SE1 2 4 11 14 7 2 瓦1 SE123 1

SE2 1 SE124 3 2

SE4 1 SE125 21 2

SE5 2 SE126 1 3 � 1 近世9

SE7 1 SE127 1 1

SE8 1 2 2 1 近代1 SE128 5 瓦1�近世1

SE9 1 1 SE129 2

SE10 3 SE130 1

SE11 1 4 1 3 2 SE135 1

SE13 1 1 1 SE142 1

SE14 2 SE144 3 1

SE15 1 SE146 1 1

SE21 2 SE149 2 2 2

SE22 2 SE152 1 1 2

SE23 1 1 9 5 SE156 1

SE24 2 SD5 1

SE25 1 1 SD14 1 1 瓦2�近世1

SE26 1 SD22 1 1 3 1 1 近世1

SE28 1 3 4 SD33 25 1 1

SE29 2 1 2 SD40 4 5 4 4

SE30 1 1 2 4 2 SD43 1 10 9 6 2 2

SE32 2 1 SD44 3 2 9 11 志野1�瓦1�近世1

SE33 1 SD46 1 2 1 近世1

SE35 1 3 SD47 12 20 10 1

SE36 3 2 瓦1 SD51 1 2 2 2 3 1

SE38 4 1 SD52 2 8 4 8 1 4 備前3

SE39 1 7 1 SK11 1 1

SE40 1 4 4 8 1 1 SK17 1

SE41 1 1 1 SK21 1 1 1 1

SE42 1 1 SK29 1

SE43 1 1 9 10 20 6 2 SK34 1

SE47 2 SK40 1 2 3 1

SE50 1 SK45 1

SE53 2 2 1 SK53 1

SE54 1 3 SK121 1 4 志野1�瓦1

SE59 1 2 6 2 SK132 1 1

SE60 1 14 4 7 11 SK133 5 1

SE65 1 7 1 8 SK135 3 3 2 29 3 瓦1�近世10

SE68 1 3 1 3 2 SK138 1 11 1 2 瓦3�近世1

SE69 1 9 1 8 SK141 7 1 1

SE70 1 SK142 1 1

SE71 2 1 1 SK27 1

SE72 1 SK151 1 1 1

SE74 1 2 2 10 2 SK155 2 1

SE76 1 SK158 1

SE79 1 宮東遺跡

SE80 1 2 SE1 1 2 4

SE81 2 近世1 SE2 6 1 1 6

SE82 2 1 SE3 1 1 2

SE84 1 2 SE4 1

SE85 1 2 SE5 1

SE87 1 SE6 1 1 1

SE93 4 SE7 1

SE95 1 1 SE10 1

SE98 4 2 SE11 2

SE99 1 SE12 1

SE101 2 SE13 1 4 17 5 3 10

SE102 1 SE15 3 2

SE106 1 SE16 1 1 4 1 15

SE107 1 2 1 SE19 3

SE111 2 2 2 SE20 1

SE112 1 SE21 1 1

SE118 1 SE22 1
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遺構名
青
磁

白
磁

古
瀬
戸

大
窯
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山
茶
碗
系
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美

内
耳
土
器

瓦
質
土
器

焙
烙

か
わ
ら
け

その他 遺構名
青
磁

白
磁

古
瀬
戸

大
窯

常
滑

山
茶
碗
系

渥
美

内
耳
土
器

瓦
質
土
器

焙
烙

か
わ
ら
け

その他

SE24 1 3 SD47 4 近世1

SE26 1 SD48 1 1 3

SE28 1 1 1 SD50 2 2 1 1 2 大窯2�近世5�近代3

SE52 1 1 SD73 1 3 5 瓦2�近世81

SE59 1 SD75 2 瓦2�近世3�近代1

SE61 1 4 1 SD82 2 5 2 近世18

SE64 1 3 3 1 SD85 2 近世2

SE66 2 SD86 2

SE68 2 SD88 1

SE69 3 SD21 3

SE70 2 2 2 1 SD90 1 近世7�近代1

SE71 1 2 SD94 2

SE74 1 SD27 7 2

SE78 2 1 3 SK11 1

SE80 1 1 瀬戸美濃系陶器1 SK13 2 瓦1

SE81 1 1 4 SK15 1

SE84 1 1 SK17 4 3

SE86 1 3 SK18 1

SE91 1 SK20 1 2

SE94 1 SK21 6 近世1

SE95 1 2 1 SK23 2 瓦1

SE97 1 4 SK27 1 1

SE18 SK28 1 1

SE19 3 SK30 1 2

SE101 3 1 8 1 SK32 1 2

SE107 5 1 6 1 SK33 1

SE108 1 SK38 2 1 瓦1

SE111 1 SK41 9

SE116 1 瓦2�近世18�近代2 SK42 7

SE118 1 1 3 大窯1�瓦1�近世1�近代1 SK50 1

SE119 1 近世5 SK51 1 2

SD1 1 1 1 瓦25�近世23�近代5 SK86 1 1 2

SD2 1 1 瓦10�近世10 SK87 1

SD12 4 1 5 1 近世1 SK89 2 1

SD13 4 1 近世1 SK102 1

SD14 3 1 1 SK103 2

SD16 1 1 4 1 1 2 大窯1 SK106 1

SD15 3 1 3 2 4 15 8 5 27 瓦3 SK109 1

SD17 1 1 1 1 近世1 SK122 1

SD18 1 3 1 1 瓦6�近世2�近代5 SK139 4

SD19 1 2 1 SK142 1 1 2

SD24 2 SK143 2 8

SD25 3 SK144 3

SD26 5 1 7 2 15 15 瓦2�近世5 SK145 1

SD29 2 3 SK149 1

SD37 1 2 SK150 1

SD42 1 1 3 SK151 1

SD43 2 1 3 近世2 SK165 1

SD45 2 1 4 SK163 2

SD46 3 10 9 17 5 1 瓦2�近世4 SK4 1 11
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図版 1

　　　　　宮西遺跡

１　宮西遺跡遠景（東から）

２　宮西遺跡調査区全景



図版 2

宮西遺跡

２　宮西 4 次調査区全景 ４　宮西 4 次調査区全景（東から）

１　宮西 1 次調査区全景（西から） ３　宮西 3 次調査区全景（北西から）

５　西より井戸群

７　第３号井戸跡

６　第２号井戸跡 ９　第５・８・９号井戸跡

８　第４号井戸跡

10　第６号井戸跡

12　第９号井戸跡

11　第７号井戸跡

13　第 10 号井戸跡



図版 3

　　　　　宮西遺跡

１　第 11 号井戸跡 ７　第 19 号井戸跡 13　 第 25 号井戸跡遺物出土状況

３　第 14 号井戸跡 ９　 第 21 号井戸跡 15　 第 27 号井戸跡

５　第 15 号井戸跡 11　 第 24 号井戸跡 17　第 29 号井戸跡遺物出土状況

２　第 13 号井戸跡 ８　 第 19 号井戸跡集石出土状況 14　 第 26 号井戸跡

４　第 15・16・20 号井戸跡 10　 第 22 号井戸跡 16　 第 28 号井戸跡

６　第 18 号井戸跡 12　 第 25 号井戸跡 18　第 30 号井戸跡



図版 4

宮西遺跡

１　第 30(A・B) 号井戸跡 ７　第 38 号井戸跡 13　第 46 号井戸跡

３　第 34 号井戸跡 ９　第 41 号井戸跡 15　第 49 号井戸跡

５　第 36 号井戸跡 11　第 44 号井戸跡 17　第 51 号井戸跡

２　第 33 号井戸跡 ８　第 40 号井戸跡 14　第 47 号井戸跡

４　第 35 号井戸跡 10　第 43 号井戸跡 16　第 50 号井戸跡

６　第 37 号井戸跡 12　第 41・45・60・62 号井戸跡 18　第 52 号井戸跡



図版 5

　　　　　宮西遺跡

１　第 53・54・57 号井戸跡 ７　第 65 号井戸跡 13　 第 74 号井戸跡遺物出土状況（１）

３　第 58 号井戸跡 ９　 第 67 号井戸跡 15　 第 75 号井戸跡

５　第 63 号井戸跡 11　 第 72 号井戸跡 17　第 80 号井戸跡遺物出土状況

２　第 56 号井戸跡 ８　 第 66 号井戸跡 14　 第 74 号井戸跡遺物出土状況（２）

４　第 59・61 号井戸跡 10　 第 71 号井戸跡 16　 第 77 号井戸跡

６　第 64 号井戸跡 12　 第 73 号井戸跡 18　第 80 号井戸跡



図版 6

宮西遺跡

１　第 82 号井戸跡 ７　第 98 号井戸跡 13　第 117 号井戸跡

３　第 88 号井戸跡 ９　第 103 号井戸跡（２） 15　第 119 号井戸跡

５　第 90 号井戸跡 11　第 106 号井戸跡 17　第 122 号井戸跡遺物出土状況

２　第 85 号井戸跡遺物出土状況 ８　第 103 号井戸跡（１） 14　第 118 号井戸跡

４　第 89 号井戸跡 10　第 104 号井戸跡 16　第 119 号井戸跡遺物出土状況

６　第 96 号井戸跡 12　第 116 号井戸跡 18　第 123 号井戸跡



図版 7

　　　　　宮西遺跡

１　第 125 号井戸跡 ７　第 133 号井戸跡 13　 第 139 号井戸跡

３　第 126 号井戸跡遺物出土状況（２） ９　 第 135 号井戸跡 15　 第 141 号井戸跡

５　第 130 号井戸跡 11　 第 137 号井戸跡 17　第 143 号井戸跡

２　第 126 号井戸跡遺物出土状況（１） ８　 第 134 号井戸跡 14　 第 140 号井戸跡

４　第 127 号井戸跡 10　 第 136 号井戸跡 16　 第 142 号井戸跡断面

６　第 132 号井戸跡 12　 第 138 号井戸跡 18　第 145 号井戸跡



図版 8

宮西遺跡

１　第 146 号井戸跡 ７　第 156 号井戸跡 13　第 43 号溝跡

３　第 150 号井戸跡 ９　第 26・28 号溝跡 15　第 47 号溝跡

５　第 154 号井戸跡 11　第 38 号溝跡 17　第 51 号溝跡遺物出土状況

２　第 148 号井戸跡 ８　第 24・32 号溝跡 14　第 44 号溝跡

４　第 151・152 号井戸跡 10　第 33 号溝跡 16　第 51 号溝跡

６　第 155 号井戸跡遺物出土状況 12　第 40 号溝跡遺物出土状況 18　第 52 号溝跡



図版 9

　　　　　宮西遺跡

１　第 7・25・26 号土壙 ７　第 19・20・27・28 号土壙 13　第 34 号土壙

　３　第 11 号土壙 ９　第 23・24 号土壙 15　第 40 号土壙（１）

５　第 13 号土壙 11　第 29 号土壙 17　第 55 号土壙

２　第 10 号土壙 ８　第 22 号土壙 14　第 39 号土壙

４　第 12 号土壙 10　第 201 号土壙 16　第 53 号土壙

６　第 16 号土壙 12　第 31 号土壙 18　第 57 号土壙



図版 10

宮西遺跡

１　第 59 号土壙 ７　第 135 号土壙 13　第 148 号土壙断面

３　第 127 号土壙 ９　第 138 号土壙 15　第 154 号土壙

５　第 131 号土壙 11　第 140 号土壙遺物出土状況 17　第 156 号土壙

２　第 121 号土壙 ８　第 135 号土壙遺物出土状況 14　第 152・153 号土壙

４　第 128 号土壙 10　第 138 号土壙遺物出土状況 16　第 155 号土壙

６　第 133 号土壙 12　第 141・143 号土壙 18　第 158 号土壙



図版 11

　　　　　宮東遺跡

１　宮東遺跡遠景（西から）

２　宮東遺跡調査区全景



図版 12

宮東遺跡

４　宮東１次調査区中央（東側から） ８　宮東 5 次調査区全景（東側から）

３　宮東１次調査区中央（西側から） ７　宮東 5 次調査区全景（西側から）　

２　宮東１次調査区西側（北側から） ６　宮東１次調査区東側（東側から）

１　 宮東１次調査区西側（東側から） ５　宮東１次調査区東側（西側から）



図版 13

　　　　　宮東遺跡

１　第 3・4 号杭列 ７　第 3 号井戸跡 13　第 12 号井戸跡

３　第 1 号井戸跡 ９　第 4 号井戸跡 15　第 14 号井戸跡

５　第 2 号井戸跡 11　第 8 号井戸跡 17　第 17 号井戸跡

２　第 5 号杭列 ８　第 3 号井戸跡遺物出土状況 14　第 13 号井戸跡

４　第 1 号井戸跡遺物出土状況 10　第 6 号井戸跡　 16　第 16 号井戸跡

６　第 2 号井戸跡遺物出土状況 12　第 11 号井戸跡　 18　第 19 号井戸跡



図版 14

宮東遺跡　

１　第 20 号井戸跡 ７　第 29 号井戸跡 13　 第 37 号井戸跡

３　第 24 号井戸跡 ９　 第 32 号井戸跡 15　 第 39 号井戸跡

５　第 27 号井戸跡 11　 第 35 号井戸跡 17　第 40 号井戸跡遺物出土状況

２　第 21 号井戸跡 ８　 第 30 号井戸跡 14　 第 38 号井戸跡

４　第 26 号井戸跡 10　 第 34 号井戸跡 16　 第 40 号井戸跡

６　第 28 号井戸跡 12　 第 36 号井戸跡 18　第 41 号井戸跡



図版 15

　　　　　宮東遺跡

１　第 42 号井戸跡 ７　第 50 号井戸跡 13　第 57 号井戸跡

３　第 44 号井戸跡 ９　第 52 号井戸跡 15　第 59 号井戸跡

５　第 48 号井戸跡 11　第 55 号井戸跡 17　第 61 号井戸跡

２　第 42 号井戸跡遺物出土状況 ８　第 51 号井戸跡 14　第 57 号井戸跡遺物出土状況

４　第 46 号井戸跡 10　第 54 号井戸跡 16　第 60 号井戸跡

６　第 49 号井戸跡 12　第 56 号井戸跡 18　第 63 号井戸跡



図版 16

宮東遺跡　

１　第 64 号井戸跡 ７　第 69 号井戸跡 13　第 80 号井戸跡

３　第 66 号井戸跡 ９　第 72 号井戸跡 15　第 84 号井戸跡遺物出土状況（１）

５　第 68 号井戸跡 11　第 74 号井戸跡遺物出土状況 17　第 86 号井戸跡

２　第 64 号井戸跡遺物出土状況 ８　第 71 号井戸跡 14　第 83 号井戸跡

４　第 67 号井戸跡 10　第 73 号井戸跡 16　第 84 号井戸跡遺物出土状況（２）

６　第 68 号井戸跡遺物出土状況 12　第 76・78 号井戸跡 18　第 87 号井戸跡



図版 17

　　　　　宮東遺跡

１　第 88 号井戸跡 ７　第 96 号井戸跡遺物出土状況 13　第 107 号井戸跡

３　第 91 号井戸跡 ９　第 97 号井戸跡遺物出土状況 15　第 107 号井戸跡遺物出土状況（２）

５　第 95 号井戸跡遺物出土状況（１） 11　第 101 号井戸跡遺物出土状況 17　第 110 号井戸跡

２　第 90 号井戸跡 ８　第 97 号井戸跡 14　第 107 号井戸跡遺物出土状況（１）

４　第 94 号井戸跡 10　第 101 号井戸跡 16　第 108 号井戸跡

６　第 95 号井戸跡遺物出土状況（２） 12　第 105 号井戸跡 18　第 111 号井戸跡



図版 18

宮東遺跡　

１　第 116 号井戸跡遺物出土状況 ７　第 125 号井戸跡 13　第 15 号溝跡

３　第 122 号井戸跡遺物出土状況（１） ９　第 1 号溝跡遺物出土状況 15　第 46 号溝跡

５　第 123 号井戸跡遺物出土状況 11　第 1 号溝跡（杭列１～ 4） 17　第 70 号溝跡

２　第 118 号井戸跡 ８　第 126 号井戸跡 14　第 15 号溝跡遺物出土状況

４　第 122 号井戸跡遺物出土状況（２） 10　第 1 号溝跡（杭列１～３） 16　第 47 号溝跡遺物出土状況

６　第 124 号井戸跡 12　第 1 号溝跡遺物出土状況 18　第 70 号溝跡遺物出土状況



図版 19

　　　　　宮東遺跡

１　第 15 号溝跡 ７　第 335 号溝跡 13　第 432 号溝跡

３　第 77 号溝跡遺物出土状況 ９　第 413・417・418 号溝跡 15　第 584 号溝跡

５　第 329 ～ 331 号溝跡（２） 11　第 415 号溝跡 17　第 32 号土壙遺物出土状況

２　第 73・74 号溝跡遺物出土状況 ８　第 336・337 号溝跡 14　第 469 号溝跡

４　第 329 ～ 331 号溝跡（１） 10　第 414 号溝跡 16　第 32 号土壙

６　第 332 ～ 331・339 ～ 341 号溝跡 12　第 416 号溝跡 18　第 32 号土壙



図版 20

宮東遺跡　

１　第 107 号土壙 ７　第 163 号土壙遺物出土状況（２） 13　第 202 号土壙

　３　第 119 号土壙 ９　第 192 号土壙遺物出土状況 15　第 366 号土壙

５　第 126 号土壙 11　第 358 号土壙 17　第 375 号土壙

２　第 118 号土壙 ８　第 169 号土壙 14　第 360 号土壙

４　第 125 号土壙 10　第 357 号土壙 16　第 372 号土壙

６　第 163 号土壙遺物出土状況（１） 12　第 359 号土壙 18　第 377 号土壙



図版 21

　　　　　宮東遺跡

１　第 378 号土壙 ７　第 389 号土壙 13　第 402・408 号土壙

３　第 385 号土壙 ９　第 396 号土壙 15　第 415 号土壙

５　第 387 号土壙 11　第 399・400・410 号土壙 17　第 418 号土壙

２　第 380 号土壙 ８　第 393 号土壙 14　第 409 号土壙

４　第 386 号土壙 10　第 397 号土壙 16　第 417 号土壙

６　第 388 号土壙 12　第 401 号土壙 18　第 447 号土壙



図版 22

宮東遺跡　

４　第 2 号墓跡遺物出土状況（２） 10　第３号墓跡遺物出土状況（５）

13　第４号墓跡遺物出土状況（２）

12　第４号墓跡遺物出土状況（１）６　第３号墓跡遺物出土状況（１）

15　第 1 号畠跡　畝 1 ～ 45　

２　第 1 号墓跡遺物出土状況（２） ８　第３号墓跡遺物出土状況（３）

17　第 2 号畠跡　畝 1 ～ 4５　第３号墓跡 11　第４号墓跡

14　第 1 号畠跡　畝 1 ～ 12.22~45

１　第 1 号墓跡遺物出土状況（１） ７　第３号墓跡遺物出土状況（２）

16　第 1 号畠跡　畝 13 ～ 21

３　第 2 号墓跡遺物出土状況（１） ９　第３号墓跡遺物出土状況（４）

18　第 17 号畠跡 畝 1 ～ 2



図版 23

　　　　　

図版 23

　　　　　宮西遺跡

１　第 39 号井戸跡（第 39図 42）

３　第 60 号井戸跡（第 42図 80）

２　第 60 号井戸跡（第 42図 79）

４　第 60 号井戸跡（第 42図 81）

10　第 126 号井戸跡（第 46図 126）５　第 60 号井戸跡（第 42図 82）

11　第 126 号井戸跡（第 46図 127）６　第 60 号井戸跡（第 42図 83）

７　第 60 号井戸跡（第 42図 84）

９　第 126 号井戸跡（第 46図 125）

８　第 76 号井戸跡（第 44図 111）

12　第 126 号井戸跡（第 46図 130）

14　第 149 号井戸跡（第 47図 139）

13　第 128 号井戸跡（第 46図 132）

15　第 152 号井戸跡（第 48図 140）



図版 24図版 24

宮西遺跡

２　第 44 号溝跡（第 78図 29）

４　第 121 号土壙（第 92図 16）

３　第 44 号溝跡（第 78図 31）

５　第 121 号土壙（第 92図 17）

６　第 135 号土壙（第 92図 22）

７　第 135 号土壙（第 92図 23）

９　第 135 号土壙（第 93図 26）

８　第 135 号土壙（第 92図 24）

10　第１号性格不明遺構（第 95図 5）

13　第１号性格不明遺構（第 96図 29）

12　第１号性格不明遺構（第 96図 26）

11　第１号性格不明遺構（第 95図 14）

１　第 44 号溝跡（第 78図 27）



図版 25

　　　　　

図版 25

　　　　　宮東遺跡

　２　第１号井戸跡（第 129 図２）

３　第２号井戸跡（第 129 図 5）

１　第１号井戸跡（第 129 図１）

８　第 16 号井戸跡（第 131 図 40）

４　第２号井戸跡（第 129 図７）

５　第 16 号井戸跡（第 131 図 36）

７　第 16 号井戸跡（第 131 図 39）

６　第 16 号井戸跡（第 131 図 38）

10　第 38 号井戸跡（第 133 図 69）

11　第 40 号井戸跡（第 133 図 77）

12　第 43 号井戸跡（第 134 図 80）

13　第 50 号井戸跡（第 134 図 85）９　第 16 号井戸跡（第 131 図 42）



図版 26図版 26

宮東遺跡

１　第 101 号井戸跡（第 137 図 135）

２　第 107 号井戸跡（第 138 図 139）

４　第 117 号井戸跡（第 138 図 150）

３　第 107 号井戸跡（第 138 図 140）

５　第 122 号井戸跡（第 139 図 163）

７　第 122 号井戸跡（第 139 図 164）

６　第 124 号井戸跡（第 140 図 166） 　８　第 15 号溝跡（第 174 図 13）



図版 27

　　　　　

図版 27

　　　　　宮東遺跡

　１　第 15 号溝跡（第 175 図 24）

３　第 15 号溝跡（第 175 図 26）

２　第 15 号溝跡（第 175 図 25）

４　第 18 号溝跡（第 175 図 30） ８　第 42 号溝跡（第 176 図 39）

５　第 18 号溝跡（第 175 図 31） ９　第 45 号溝跡（第 176 図 43）

６　第 18 号溝跡（第 175 図 32）

７　第 29 号溝跡（第 175 図 34）

10　第 46 号溝跡（第 176 図 49）

12　第 47 号溝跡（第 177 図 66）

11　第 47 号溝跡（第 177 図 64）

13　第 52 号溝跡（第 178 図 80）



図版 28図版 28

宮東遺跡

１　第 52 号溝跡（第 178 図 81）

３　第 69 号溝跡（第 178 図 87）

２　第 69 号溝跡（第 178 図 85）

４　第 69 号溝跡（第 178 図 92） ８　第 73 号溝跡（第 178 図 105）

５　第 70 号溝跡（第 178 図 100） ９　第 73 号溝跡（第 179 図 111）

７　第 73 号溝跡（第 178 図 103）

６　第 73 号溝跡（第 178 図 102）

10　第 74 号溝跡（第 179 図 113）

11　第 74 号溝跡（第 179 図 114）

12　第 74 号溝跡（第 179 図 115）



図版 29

　　　　　

図版 29

　　　　　宮東遺跡

１　第 74 号溝跡（第 179 図 116）

２　第 74 号溝跡（第 179 図 117） ５　第 74 号溝跡（第 179 図 119）

３　第 74 号溝跡（第 180 図 125） ６　第 74 号溝跡（第 180 図 126）

４　第 74 号溝跡（第 179 図 118） ７　第 74 号溝跡（第 180 図 120）

８　第 74 号溝跡（第 180 図 127）



図版 30図版 30

宮東遺跡

１　第 74 号溝跡（第 180 図 121）

２　第 74 号溝跡（第 180 図 122） ７　第 74 号溝跡（第 180 図 137）

３　第 74 号溝跡（第 180 図 130） ８　第 74 号溝跡（第 181 図 142）

４　第 74 号溝跡（第 180 図 131）

６　第 74 号溝跡（第 184 図 134）

５　第 74 号溝跡（第 180 図 132）

９　第 77 号溝跡（第 182 図 145）

11　第 109 号土壙（第 199 図 16）

10　第 77 号溝跡（第 182 図 146）

12　第 163 号土壙（第 200 図 25）

13　第 202 号土壙（第 200 図 30）



図版 31

　　　　　

図版 31

　　　　　宮西遺跡

１　第 74 号井戸跡（第 53図 180）

４　第 25 号井戸跡（第 57図 184）

２　第 80 号井戸跡（第 55図 182） ３　第 80 号井戸跡（第 56図 183）

６　第 25 号井戸跡（第 57図 185）裏５　第 25 号井戸跡（第 57図 185）表



図版 32図版 32

宮西・宮東遺跡

１　宮西第 80 号井戸跡（第 54図 181）

４   宮東第 40 号井戸跡（第 142 図 193）

２   宮東第 42 号井戸跡（第 143 図 198） ３   宮東第 64 号井戸跡（第 144 図 199）

６   宮東第 68 号井戸跡（第 145 図 200）５   宮東第 64 号井戸跡（第 142 図 195）



図版 33

　　　　　

図版 33

　　宮西・宮東遺跡

１   宮東第１号溝跡（第 184 図 153） ３   宮東第 15 号溝跡（第 184 図 156） ４   宮東第 15 号溝跡（第 184 図 157）

５   宮東第 40 号井戸跡（第 148 図 210）

２   宮東第 15 号溝跡（第 184 図 155）

７   宮東第 15 号溝跡（第 185 図 158）

６   宮東第 118 号井戸跡（第 147 図 209）



図版 34図版 34

宮西・宮東遺跡

１　宮西石製品

３　宮東金属製品

２　宮東石製品

58 図 186

58 図 187

58 図 188

58 図 190

185 図 160

146 図 202

146 図 203

148 図 214 185 図 161 201 図 42 201 図 43

201 図 41

185 図 159

148 図 212 185 図 160

146 図 204 146 図 205

59 図 195 81 図 61
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所
ふ り が な

収 遺 跡 所
ふ り が な

在地
コード 北緯 東経

調査期間
調査面積

（㎡）
調査原因

市町村 遺跡番号 °′″ °′″

宮
み や に し

西 遺
い せ き

跡

（第１・２次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2057-1 他
ほか 112101 69-040 36°10′58″ 139°37′21″

20111101 〜

20120331

20120406 〜

20120531

2,500
堤防強化

記録保存

宮
み や に し

西 遺
い せ き

跡

（第３次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2066-1 他
ほか 112101 69-040 36°10′57″ 139°37′23″

20131001 〜

20140228
2,268.46

堤防強化

記録保存

宮
み や に し

西 遺
い せ き

跡

（第４次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

下
しもでらまち

寺町 2059 他
ほか 112101 69-040 36°10′58″ 139°37′19″

20141001 〜

20141231
2,370

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第１次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

畑
は た け だ

ケ田 2555-1
112101 69-042 36°10′54″ 139°37′29″

20120406 〜

20130331
4,342.56

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第２次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2555-1 他
ほか 112101 69-042 36°10′54″ 139°37′29″

20130401 〜

20130930
4,342.56

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第３次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2539-1 他
ほか 112101 69-042 36°10′53″ 139°37′33″

20140203 〜

20140331
882

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第４次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

畠
はたけだ

田 2538-1
112101 69-042 36°10′52″ 139°37′35″

20140401 〜

20150331
5,228

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第５次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

川
かわいり

圦 2686-4
112101 69-042 36°10′50″ 139°37′39″

20150401 〜

20160331
5,864

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第６次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

川
かわいり

圦 2686-4
112101 69-042 36°10′50″ 139°37′39″

20160401 〜

20160731
2,814

堤防強化

記録保存



所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宮 西 遺 跡

（第１〜４次）

集落跡 中・近世 井戸跡	 150基

溝跡	 49条

土壙	 90基

性格不明遺構	１基

ピット	 175基

陶磁器、かわらけ、瓦質

土器、土製品、砥石、石

製品、鉄製品

中世の井戸跡群が検出された。

井戸跡より、板碑が出土した。

宮 東 遺 跡

（第１〜６次）

集落跡 中・近世 杭列	 ３条

井戸跡	 106基

溝跡	 73条

土壙	 175基

墓跡	 ４基

畠跡	 ３箇所

ピット	 292基

陶磁器、かわらけ、瓦

質土器、土製品、砥石、

石製品、鉄製品

中世の井戸跡群が検出された。

井戸跡より、板碑が出土した。

土壙より土製のさいころが出

土した。

要 約

　宮西・宮東遺跡は、加須市大越に隣り合って立地する。両遺跡からは、井戸跡が多量に検出された点が注目さ

れる。

　宮西遺跡では、井戸跡は近接し一部で重複しており、限られた範囲に井戸跡の掘削を繰り返した様子がうかが

われる。本遺跡の地盤は軟弱であったことから井戸跡は崩れやすかったものと想定され、使用不能になった井戸

は埋め戻し、新たな井戸を掘削することで対応していたものと考えられる。宮東遺跡からも同様に多量の井戸跡

が検出されているが、宮西遺跡と比較すると重複は少ない。いずれの遺跡の井戸跡からも、中世から近世にかけ

ての遺物が出土している。一部の井戸跡からは、埋め戻しの際に投棄されたとみられる、板碑や石臼が出土した。

このような状況から、両遺跡の調査区は大部分が生活域であったことがうかがわれる。

　また、宮東遺跡からは、調査区に散在する４基の墓跡が検出された。このうち３基は土葬墓である。遺跡の西

側には、旧利根川堤防跡が立地し、15世紀から16世紀後半にかけての土葬墓が数多く見つかっている。本遺跡の

土葬墓は出土遺物が少なく時期の特定は困難であったが、関連がうかがわれる。
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